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研究成果の概要（和文）：本研究課題では，インド密教における実践とその背後にある教理の関係を考察するために，
『サンヴァローダヤタントラ』に対するラトナラクシタの註釈書『パドミニー』を中心として，関連書文献を精査した
．『パドミニー』第1章前半，第13章前半，第22章前後半のサンスクリット語原典の世界初となる校訂テキストを出版
するとともに，密教経典の正当性，密教の瞑想実践の正当性および有効性，尊像奉納儀礼の背景の教理などを検討した
．そして，ラトナラクシタは密教実践を正当化する際に伝統的な非密教の大乗仏典を援用していること，また，その議
論の背景には後期インド仏教における精緻な学問大系があることを明らかにした．

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research project is to examine relationship between practices 
and doctrines behind them in Indian later tantric Buddhism. To this end, we have investigated the 
Padmini, a commentary by Ratnaraksita on the Samvarodayatantra, and other related texts. We have 
published critical editions of the original Sanskrit texts of the following chapters of the Padmini: 
chapter 1 (the first half), chapter 13 (the first half), and chapter 22. All of these are the first 
critical editions of the relevant chapters. We have also examined Ratnaraksita's arguments about the 
authority of the tantric scriptures, the validity and authority of the tantric meditation, the doctrines 
behind the consecration of images, and other topics. Through these examinations, we have found that 
Ratnaraksita uses both tantric and non-tantric texts for his proof of the authority of the tantric 
practices and that there is an elaborate system of knowledge in Indian later Buddhism behind his 
arguments.

研究分野： インド密教
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１．研究開始当初の背景 
(1)	5〜6世紀からインド仏教のメインストリ
ームに躍り出てきた密教の，インドにおける
思想および実践の展開を理解するためには，
聖典，註釈書，実践マニュアルなどのサンス
クリット語原典が基本的資料となるが，信頼
のできる批判校訂テキストが驚くほど少な
い情況である．したがって，上記の目的のた
めにはサンスクリット語諸文献の批判校訂
テキスト作成とそれに基づく厳密な文献学
的研究が急務である．	
	
(2)	密教はその発展過程で，非仏教の実践を
も取り入れながら，その実践体系を形成して
いった．仏教に取り入れられた「新しい実践」
が「仏教化」していく過程を理解するために
は，教理と実践との関係の考察が不可欠であ
り，これは，5〜6 世紀以降のインド仏教史の
構築作業に直結するものである．	
	
(3)	上記の教理と実践の関係を考察するた
めには，インド密教を主体的に担った人物の
問題意識がもっとも顕著に表れている註釈
文献を中心に研究する必要がある．このよう
な背景のもと本研究課題の設定に至った． 
 
２．研究の目的 
(1)上述の問題意識のもと，本研究はインド
仏教終焉期の 13 世紀に著された，『サンヴァ
ローダヤタントラ』に対するラトナラクシタ
の註釈書『パドミニー』を主たる研究対象と
して，その厳密なサンスクリット語校訂テキ
ストおよび訳註の作成を中心課題とする．	
	
(2)	上記の作業で得られた原典テキストの
精読を起点として，そこに集大成される最後
期の密教の教理と実践の関係を解明する．	
	
(3)	その上で密教の教理と実践の関係性の
淵源を先行資料に遡って丹念に探求し，探り
出した淵源から『パドミニー』に至るまでの
展開の道筋を一本ずつ描き出し，5〜13 世紀
に至る仏教史構築の一助とする． 
 
３．研究の方法 
(1)上述の通りラトナラクシタ著『パドミニ
ー』を中心のテキストとする．その理由は以
下の通りである．	
①註釈対象の『サンヴァローダヤタントラ』
と『パドミニー』自体のサンスクリット語写
本が複数存在し，比較的容易に入手可能であ
る．	
②『パドミニー』がインド密教の最後期に著
されており，教理・実践に関するさまざまな
事項が集約されている．	
③それらの事項の淵源を探ることによりイ
ンド密教における教理・実践の展開の道筋を
見通すことが可能になる．	
	
(2)	密教聖典の仏説としての正当性，瞑想実

践，尊像奉納儀礼といった特定のトピックに
焦点を絞り，『パドミニー』の該当する章の
サンスクリット語校訂テキストおよび訳註
を作製する．	
	
(3)	(2)で得られた基礎資料に基づき，比較
的時代の近接する文献（例：ラトナーカラシ
ャーンティやアバヤーカラグプタの著作）を
中心とした関連文献と比較し，教理と実践の
関係の議論に関して，『パドミニー』に見ら
れる議論の特徴や時代的に先行する文献と
の関係を精査する．	
	
４．研究成果	
(1)	研究成果は研究代表者と研究分担者の
連名による成果，代表者・分担者の個別の成
果よりなる．	
	
(2)	研究代表者・研究分担者の連名による成
果は以下の通りである．	
①本研究課題の紹介を兼ね，主たる研究対象
の『パドミニー』に関する諸資料を概観する
論文を著した．当該論文では，本報告書の冒
頭に記した研究背景，目的を示したのち，先
行研究の紹介，『パドミニー』のサンスクリ
ット語諸写本の書誌情報および特徴，チベッ
ト語訳の書誌情報およびその翻訳事情，『パ
ドミニー』の章立て，『パドミニー』と内容
的に近い関係にある『サッド・アームナー
ヤ・アヌサーリニー』の写本の紹介を行い，
今後の『パドミニー』研究に必要な基礎資料
を網羅的に提示している．	
②ラトナラクシタが『パドミニー』を著作し
た動機を解明するために，その冒頭偈および
廻向偈を検討し，論文として発表した．この
検討を通して，ラトナラクシタが冒頭偈にお
いてタントラを海にたとえ，その海に入る手
がかりとして本書を著したこと，冒頭偈に自
らの名前をそして廻向偈に著作のタイトル
を織り込んでいることを確認した．そして，
ラトナラクシタが本書の内容が師子相承の
教えに忠実に基づいていると表明する態度
は，アバヤーカラグプタなど先行する碩学に
忠実な本書中の著作態度と一致することも
確認した．	
③『パドミニー』第 1 章前半のサンスクリッ
ト語校訂テキストおよび註を発表した．第 1
章前半は，経典の序文に註釈を施している箇
所で，「私はこのように聞いた．あるとき世
尊は」という冒頭部の一節の註釈を通じての
密教経典が仏説であることの証明が主たる
内容である．証明内容の一例を挙げると，世
尊は三界を救おうとして正等覚を得て，人々
を法の甘露で満足させたが，その法を説示し
た時に存在していなかった教化対象のため
に『サンヴァローダヤタントラ』の合誦が行
われたのであり，紛れもない仏説であること
を述べている．	
	 注目すべき点は，その仏説であることの証
明に伝統的な非密教の大乗仏教の著作（ディ



 

 

グナーガ著『般若波羅蜜多円集要義論』，『摂
大乗論』）を議論に援用していること，およ
び秘儀的な解釈により，表面上の意味とは異
なる「真意」を示している点である．	
	 尚，第 1 章後半では，密教実践の果として
の持金剛が議論されているが，そこでは『ヴ
ァークヤパディーヤ』などの文法学派の著作
に見られる議論も援用されていることを確
認している．当該部分に関しては補助事業期
間終了後も引き続き研究を継続しており，近
い将来の出版を計画している．	
	
(3)	研究代表者の種村は，『パドミニー』第
22 章のうち，尊像奉納儀礼のセクションのサ
ンスクリット語校訂テキストおよび註，おな
じく第 22 章前半のサンスクリット語校訂テ
キストおよび訳註を出版した．前者では，本
来「無住処」である尊格が信心ある者の福徳
のために，尊像に留まることが可能であると
いう議論を確認した．また，第 22 章前半は
密教経典の分量と仏教経典および実践の階
層的分類をテーマとしている．声聞乗→波羅
蜜理趣→密教という実践体系のヒエラルキ
ー，および密教の実践内での生起次第→究竟
次第というヒエラルキーが明確に示されて
いるとともに，そこに実践者の素質（種姓）
の議論が持ち込まれていることを明らかに
した．	
	 尚，『パドミニー』第 18 章（「灌頂」の章）
に関して，サンスクリット語校訂テキストの
草稿を作製しているが，こちらに関しても，
校訂の精度を上げ，近い将来出版する計画で
ある．	
	
(4)	研究分担者の加納は，『パドミニー』第 1
章のサンスクリット語校訂テキスト作製を
共同作業として進める傍ら，その前半の訳註
の草稿を完成させている．『パドミニー』の
著者ラトナラクシタの直前に活躍した碩学
アバヤーカラグプタが著した『牟尼意趣荘
厳』のサンスクリット語校訂テキストおよび
訳註研究を通して，その顕教（非密教の大乗
仏教）の教学体系を明らかにした．それによ
り，ラトナラクシタの活躍した時代，仏教教
学の知の体系が，消滅直前の終焉期であるに
もかかわらず，精緻で華やかなものであるこ
とが判明し，ラトナラクシタの教学知識の深
さには十分な根拠があることを確認した．	
	
(5)	研究分担者の倉西は，『パドミニー』第
13 章（尊格の観想法がテーマ）を中心に，そ
のサンスクリット語校訂テキストおよび訳
註の作製に従事した．その成果の一部として，
第 13 章前半のサンスクリット語校訂テキス
トが出版されている．さらに，ラトナラクシ
タがその議論を展開する際に引用する文献
を精査した．その結果，ラトナラクシタが顕
教および密教両分野の文献を広範に引用し
（例：ジュニャーナパーダ著『アートマ・サ
ーダナ・アヴァターラ』，アールヤデーヴァ

『四百論』，ダルマキールティ著『プラマー
ナヴァールッティカ』），議論を展開している
こと明らかにした．これは(4)に記されてい
る加納の研究による成果と軌を一にするも
のである．	
	 尚，第 13 章後半に関してはサンスクリッ
ト語校訂テキストおよび訳註作製の作業を
継続しており，近い将来の出版を計画してい
る．	
	
(6)	以上のように，本研究課題においては，
部分的ではあるが『パドミニー』の校訂テキ
ストを出版してきている．これは，国内外に
おける初めての校訂本であり，国際的にみて
も有意義な研究成果であると自負できる．今
後も本研究課題で得られた成果を敷衍し，継
続して校訂テキストおよび訳註を出版して
いく計画である．そのことにより，国際的な
仏教学，ひいては古典インド学の分野におい
て，その研究発展の基礎となる資料を提供し
ていけると確信している．	
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